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右の図で，円 O1は△ABC の 2 辺と線分 DE に接し，円 O2は 3 辺と DE に接 

している。AB = AC = 13，BC = 10，O1の半径 =  のとき，次の値を求めよ。 

（1）O2の半径 

（2）F1F2の長さ 

（3）DT1の長さ 

 

 （東大寺学園高） 

 

 

 

（1）Aから BCに下ろした垂線の足をHとすると，△ABHは「塾技 71  」

の 5：12：13 の直角三角形となるので，AH = 12とわかる。O2の半径

を r2とすると，「塾技 68（4）」より， 

   

（2）「塾技 70（3）」を利用し，中心線を斜辺とする直角三角形を作って 

考えればよい。右の図 1のような直角三角形 O1O2G を作ると， 

F1F2 = O1G となるので， 

   

ここで，図 2 において，△AT1O1∽△AT2O2となり， 

   

よって，   

一方，   

以上より，  

（3）「塾技 67（1）」より，DT1 = DF1，DT2 = DF2が成り立つことを利用し， 

T1T2の長さに着目して求めればよい。 

       

      

       

      

よって，T1T2 = 2DT1 + F1F2となるので，   

ここで，（2）の図 2 の相似より，  

以上より，   
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塾技67 円と接線 
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図 1 

DF2 = DF1 + F1F2 
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